内閣総理大臣　殿


吉田清治なる人物の書いた著書「私の戦争犯罪－朝鮮人強制連行－」（１９８３年）やそれを大々的に報じた朝日新聞などによって、日本の官憲等が朝鮮半島において、現地の婦女子を強制連行し性奴隷にしたとされる「いわゆる従軍慰安婦問題」が世に出ました。

しかし、秦郁彦（現代史家）法学博士が「強制連行があった」とされる済州島で現地調査を行った所、当時を知る老人達は「こんな小さな島でそんな事があれば一大事だが・・、そんな事はなかった」と完全否定した。

その後、平成９年１月の参議院予算委員会にて平林政府委員は「軍や官憲による強制を直接示す証拠はない」と明確に述べています。

いわゆる「河野談話」は朝鮮民族に対して、愛する娘や妻、あるいは妹が目の前から連れ去られても、黙って見ていた腰抜け民族だと侮辱する談話であり、在日朝鮮人にとって、とても許せる内容ではありません。

俺達のおじいちゃんは腰抜けじゃない！！

朝鮮人を馬鹿にするのは止めろ！！

当時の日本軍の将兵の中には多くの朝鮮地方出身の人間もいました。もしも、同郷の女性が性奴隷にされているような惨状があれば、猛烈に抗議し、同胞を救済するはずですが、そのような事実も確認されておりません。

これらの状況から分かる通り、河野談話の内容は全くの誤りであります。

朝鮮民族を侮辱する河野談話の白紙撤回を強く要請致します。
【書名欄】氏名　　　　　　　　　住所

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


この署名に対する問合せは、hi-kitty@pg.highway.ne.jpまでお願いします。

平成５年８月４日に、日本国の当時の官房長官が発表した「慰安婦関係調査結果発表に関する河野内閣官房長官談話」（河野談話）を白紙撤回して下さい。








